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カキのふるさと白石湖

　三重県北牟婁郡海山町にある白石湖は周囲約４㎞の湖です。湖といっても海と水路でつながっていて、海水に淡水が混ざり合った汽水湖になっています。今回はカキを紹介する前にこの白石湖の不思議な特徴について紹介します。
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白石湖
これが白石湖です。一見山に囲まれた高原の湖といった風情ですが、筏が浮かんでいるのがおわかりでしょうか？この筏でカキ養殖を行っています。しかしカキは海の生き物ですよね。

ここ白石湖はすぐ横が海で、隣を流れる川でつながっているので、海水と淡水が混ざり合っています。このような湖沼は全国では他に、島根県の宍道湖、静岡県の浜名湖、茨城県の涸沼などが知られています。
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アメンボ
さて、湖面をのぞいてみると・・・。なんとアメンボが気持ちよさそうに泳いでいます。
アメンボは池や田んぼで見かける生き物ですが、この白石湖では川からの淡水が流れ込むため、このような生物も見られるのでしょう。先日はカキ筏でアマガエルを見かけました。
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クロダイ
これはクロダイです。タイの仲間で多少塩分濃度の薄い内湾を好むものの、れっきとした海の魚です。
ここ白石湖ではレジャーのクロダイ釣り（チヌ釣り）も有名で、県外からもたくさんの釣り人がやってきます。
この湖は海水が主体ですが、春から秋までの雨の多いシーズンには川から淡水が流れ込み、表層は淡水、それより深いところは海水になってしまうのです。
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マガキ
さて、真打ちの登場です。県民局のページでも紹介している、マガキ「渡利カキ」です。
次回はこのカキ養殖のもとになるカキの子供「種ガキ」を捕まえる「採苗（さいびょう）」についてご紹介します。マガキは一般的に冬の食べ物ですが、その養殖は夏から始まっているのです。
